
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力の向上 
 ◆個別最適な学びと協働的な学びの充実を目指し、 

授業改善を行います 

 ・自己調整の力を培う「自由進度学習」 

・タブレット等 ICT を活用した「わかりやすい授業」 

 ◆自立した学習者の礎となる基礎学力の定着と 

体力向上の取組・体験的活動を充実させます 

・３年生以上算数科でのきめ細やかな指導（習熟度別・TT 等） 

・児童会主催による全員遊びなどを通した運動習慣付け 

・運動量を確保した体育科の授業 

◆本が好きな子どもを増やします 

 ・本校の特色である読書活動（帯づくり、蔵書票等） 

・読み聞かせなどの PTA 活動や図書司書の有効活用 

<目指す学校像> 

笑顔あふれる、 

子供たちの「よさ」を 

伸ばす学校 

〈目指す学校実現に向けて〉 

（１）学びの主体を「もっと」子供たちに 

・・・好きを育み、得意を伸ばす学習活動 

（２）子供たちに「もっと」寄り添う教育を 

・・・「揃わないこと」を前提にした支援 

（３）教師も「もっと」笑顔で・・・働きがいのある職場 
 

安心して学べる環境の確立 
◆自己存在感、自己有用感、自己表現力を高める児童の発想を

生かした活動を推進します（ぬまリンピック等） 

◆一人一人の困り感やニーズに応じた指導や支援を充実させ

ます 

◆すべての教職員が特別支援教育に関する専門性とマインド

をもてるよう研鑽します 

 

教職員の資質・能力の向上 
 ◆５年後・１０年後を見据え、教育のプロとして学び

続けます 

 ◆学び合い、支えあう温かな教師集団を目指します 

 ◆人権意識・倫理観を高め、不祥事防止に努め、信頼

される教師であり続けます 

  

生活・学習習慣の確立 
 ◆保護者・地域と連携し、望ましい生活リズムを習慣化します 

◆「やらされている家庭学習」から「自己調整力を高める家庭

学習」への転換を図ります 

 ◆望ましい電子メディアの利活用に向け保護者と連携します 

児童へのキャッチフレーズ 

(大切にしてほしいこと) 

返事・あいさつ・感謝・笑顔 

教職員のキャッチフレーズ 

(大切にしたいこと) 

職員室と教室は相似形 

もっとよりよく変わる職場へ 

働き方改革の推進 
◆「子供たちに向き合う時間」を最優先に考え、業務の効

率化・短縮化を行います 

◆常に「カイゼン」の意識をもち、業務改善を行います 

◆新たな「３分類」に基づく業務の適正化を進めます 

 ※働き方改革には、保護者・地域の皆様のご理解とご協力

が不可欠です。よろしくお願いいたします。 

地域との連携・協働 
 ◆家庭・地域への情報発信をさらに充実させます 

 ◆幼保小中連携とふるさと沼ノ端教育を推進します 

 ◆コミスク・PTA を基盤とし、総ぐるみで子供を育てる気運

を高めます 

＊「さらによりよい学校づくり」を目指し

「令和８年度沼ノ端小学校グランドデザ

イン」を作成いたしました。学校・保護

者・地域が「チーム沼小」となり、伝統

を大切にしながら新しい学校づくりを進

めていきたいと存じます。ご理解とご支

援をお願い申し上げます。 

学校ホームページ・学校だよりはこちら⇒ 


